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嘗
て
「
政
治
と
文
学
」
論
争
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。
内
容
や
帰
趨
は
と
も
あ
れ
、
多
く
の
文

学
者
を
巻
き
込
ん
だ
大
き
な
論
争
で
あ
っ
た
。
埴
谷
雄
高
は
、
こ
の
論
議
に
は
参
加
し
て
い
な

い
が
、
多
量
の
政
治
評
論
を
発
表
し
た
時
期
が
あ
る
。
創
作
に
も
独
自
の
政
治
思
想
を
織
り
込

ん
だ
作
品
が
あ
り
、
作
家
の
文
学
世
界
に
奥
行
き
を
与
え
て
い
る
。
そ
の
一
つ
の
『
標
的
者
」

は
、
「
総
合
」
一
九
五
七
年
八
月
号
が
初
出
で
あ
る
（
注
１
）
。
の
ち
に
短
篇
集
『
虚
空
』
（
現
代

思
潮
社
）
の
一
九
六
○
年
版
に
所
収
さ
れ
た
が
、
一
九
七
一
年
に
刊
行
が
始
ま
っ
た
「
埴
谷
雄

高
作
品
集
』
（
河
出
書
房
新
社
）
に
は
収
め
ら
れ
ず
、
『
虚
空
』
の
新
装
版
二
九
九
○
年
）
の

出
版
迄
、
実
質
的
に
長
ら
く
埋
も
れ
て
い
た
作
品
で
あ
る
。
そ
の
後
、
「
埴
谷
雄
高
全
集
』
第
四

巻
（
講
談
社
、
一
九
九
八
年
九
月
）
に
収
録
さ
れ
た
。

本
稿
で
は
、
ま
ず
、
先
行
研
究
や
作
者
の
自
己
解
説
を
概
観
す
る
。
吹
い
で
、
作
品
と
文
学

理
念
や
政
治
思
想
の
関
わ
り
を
問
い
、
研
究
の
基
礎
を
整
え
る
。
さ
ら
に
、
平
和
、
敵
、
監
視

と
い
っ
た
要
素
を
中
心
に
、
作
品
の
分
析
を
進
め
て
い
く
。

管
見
に
よ
れ
ば
、
『
標
的
者
』
の
同
時
代
評
は
見
当
た
ら
な
い
。
研
究
で
は
な
い
が
、
雑
誌
掲

載
か
ら
三
年
後
の
吉
本
隆
明
「
解
説
」
（
『
虚
空
』
所
収
）
が
、
「
極
限
ま
で
ひ
っ
ぱ
ら
れ
た
平
和

思
想
の
世
界
」
を
描
い
た
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
「
解
説
」
で
、
『
標
的
者
』
に
つ
い
て
触
れ

は
じ
め
に

不
合
理
ゆ
え
の
永
遠
平
和

埴
谷
雄
高
『
標
的
者
」
基
礎
研
究

た
箇
所
は
僅
か
で
あ
る
。
「
虚
空
』
出
版
後
も
、
研
究
の
側
が
『
標
的
者
』
に
着
目
す
る
頻
度
は

極
め
て
低
く
、
埴
谷
雄
高
の
研
究
書
の
嚇
矢
で
あ
る
白
川
正
芳
『
埴
谷
雄
高
論
』
（
書
騨
深
夜
叢

書
、
一
九
六
七
年
六
月
）
で
も
、
殆
ど
触
れ
て
い
な
い
。
同
書
で
は
、
「
遁
走
の
誘
惑
」
の
章
で
、

二
人
の
登
場
人
物
の
咳
い
た
「
逆
説
的
な
ユ
ー
モ
ア
」
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
し
か
し
、
作

品
の
途
中
迄
の
粗
筋
を
述
べ
た
部
分
が
大
半
で
、
論
と
し
て
は
展
開
し
て
い
な
い
。

「
埴
谷
雄
高
評
論
選
書
２
埴
谷
雄
高
思
想
論
集
』
（
講
談
社
、
一
九
七
三
年
五
月
）
は
、
『
標

的
者
』
の
「
序
詞
」
の
み
を
所
収
す
る
。
編
者
で
あ
る
立
石
伯
「
編
集
あ
と
が
き
」
は
、
こ
の

「
序
詞
」
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

立
石
伯
「
埴
谷
雄
高
著
作
解
説
」
（
「
ユ
リ
イ
カ
』
’
九
七
八
年
三
月
号
）
も
、
手
短
で
は
あ

る
が
、
内
容
の
核
心
を
副
快
し
て
い
る
。

さ
て
、
ま
ず
序
に
お
い
て
、
私
た
ち
は
の
っ
け
か
ら
宇
宙
の
根
源
、
も
の
の
始
源
の
様

態
を
暗
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
極
端
に
い
え
ば
、
こ
の
詩
的
な
独
白
は
、
人
間
に
よ
る
存

在
の
開
示
と
い
う
意
味
ば
か
り
で
な
く
、
こ
と
に
よ
る
と
存
在
そ
の
も
の
の
つ
ぶ
や
き
で

は
な
い
の
か
、
思
考
す
る
存
在
の
言
葉
が
し
る
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
思

わ
ざ
る
を
え
な
い
ほ
ど
で
あ
る
。

「
標
的
者
」
は
、
「
戦
争
論
の
エ
ッ
セ
イ
」
と
自
注
が
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、
こ
の
戦
争

論
は
原
子
爆
弾
を
つ
ん
だ
人
工
衛
星
が
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
現
在
、
近
い
将
来
に
警
告
を

人
文
科
学
研
究
科
日
本
文
学
専
攻

博
士
後
期
課
程
三
年
田
辺
友
祐
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埴
谷
雄
高
の
命
日
の
上
梓
と
な
っ
た
「
埴
谷
雄
高
標
的
者
」
（
深
夜
叢
書
社
、
’
九
九
八
年

二
月
）
は
、
或
る
劇
団
が
『
標
的
者
』
を
上
演
し
た
際
の
台
本
を
単
行
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

原
作
を
忠
実
に
辿
り
つ
つ
、
新
た
に
大
阪
の
一
家
族
を
付
け
加
え
た
。
同
書
の
松
田
政
男
「
解

説
埴
谷
雄
高
と
演
劇
」
は
、
灘
台
の
印
象
記
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
こ
の
解
説
は
、
埴
谷
雄

高
の
青
年
期
に
於
け
る
演
劇
活
動
の
概
説
と
、
「
埴
谷
雄
高
を
上
方
喜
劇
で
異
化
す
る
試
み
」

（
『
図
書
新
聞
』
一
九
九
八
年
二
月
一
四
日
号
）
の
再
録
で
成
り
立
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
戦

前
の
埴
谷
雄
高
は
、
一
九
歳
の
頃
に
、
「
ソ
ヴ
ェ
ト
Ⅱ
コ
ン
ミ
ュ
ン
」
（
ま
た
は
「
ソ
ヴ
ェ
ー
ト

Ⅱ
コ
ン
ミ
ュ
ー
ン
」
）
な
る
三
部
作
の
戯
曲
を
執
筆
し
た
と
さ
れ
る
が
、
未
完
成
に
終
わ
り
、
原

稿
も
残
っ
て
い
な
い
と
い
う
（
注
２
）
。
ま
た
、
端
役
な
が
ら
、
築
地
小
劇
場
で
幾
つ
か
の
芝
居

に
出
演
し
て
い
る
（
白
川
正
芳
『
埴
谷
雄
高
の
肖
像
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
○
○
四
年

一
一
月
）
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
標
的
者
』
の
先
行
研
究
は
少
数
で
あ
り
、
埴
谷
雄
高
研
究
の
課
題
の
一
つ

で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
作
品
の
み
を
対
象
に
し
た
論
考
は
、
皆
無
に
等
し
い
と
い
わ
ざ
る
を

得
な
い
。

他
に
、
作
者
の
自
己
解
説
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

河
野
信
子
「
埴
谷
雄
高
の
自
在
鉤
」
（
「
情
況
』
一
九
九
七
年
六
月
号
）
は
、
「
暗
黒
物
質
」
が

光
の
源
で
あ
る
と
す
る
天
文
学
の
仮
説
を
踏
ま
え
て
、
独
特
の
見
解
を
述
べ
た
。

大
量
死
・
精
神
界
の
荒
廃
・
物
財
の
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
浪
費
は
、
戦
争
の
シ
ス
テ

ム
を
構
成
す
る
要
素
で
は
あ
る
が
、
実
体
を
作
り
出
す
根
源
は
、
さ
ら
に
奥
深
く
に
起
因

を
も
っ
て
作
動
を
開
始
し
て
い
る
。
そ
れ
が
く
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
の
戦
争
論
〉
、
『
標
的
者
」

と
な
っ
た
。

発
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
す
ら
で
き
る
。
氏
の
エ
ッ
セ
イ
の
す
ぐ
れ
た
所
以
で
あ
る
。
い

い
か
え
れ
ば
、
こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
上
演
不
可
能
な
戯
曲
な
の
で
あ
る
。
救
済
で
な
く
、
地

球
、
太
陽
系
の
全
的
滅
亡
を
デ
ウ
ス
・
エ
キ
ス
・
マ
キ
ナ
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
「
愚
か
し

い
と
誰
に
も
解
る
こ
と
を
数
千
年
も
繰
り
返
し
て
き
て
自
ら
と
め
る
こ
と
の
で
き
な
く
な

っ
て
し
ま
っ
た
不
思
議
な
生
物
」
で
あ
る
人
類
史
の
デ
ッ
サ
ン
で
あ
る
。

作
者
は
、
「
戦
争
論
の
エ
ッ
セ
イ
」
と
見
微
し
て
い
る
が
、
表
現
形
式
は
戯
曲
で
あ
る
。
「
左

の
階
段
へ
降
り
て
ゆ
く
」
、
「
右
の
階
段
か
ら
降
り
て
く
る
」
と
い
っ
た
ト
書
き
も
あ
る
。
そ
の

た
め
に
、
創
作
欄
へ
の
掲
載
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
厳
密
に
分
類
す
れ
ば
、
舞
台
で
の
上
演

を
前
提
と
し
な
い
と
こ
ろ
の
、
「
レ
ー
ゼ
・
ド
ラ
マ
」
（
英
語
で
は
「
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
・
ド
ラ
マ
」
）

で
あ
る
。

表
現
形
式
ば
か
り
で
な
く
、
内
容
も
関
連
付
け
て
考
え
た
場
合
、
『
標
的
者
』
と
は
、
「
論
理

と
劇
の
婚
姻
」
を
目
論
ん
だ
作
品
で
あ
る
と
い
え
る
。
埴
谷
雄
高
に
は
、
「
論
理
と
詩
の
婚
姻
」

（
『
論
理
と
詩
と
の
婚
姻
ｌ
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
イ
『
薑
」
『
鮮
像
』
一
九
六
二
年
六
月
号

ま
た
は
「
論
理
と
詩
の
婚
姻
に
つ
い
て
ｌ
真
繼
伸
彦
氏
へ
の
返
事
ｌ
」
『
週
刊
読
讓
人
」

一
九
六
七
年
二
月
二
○
日
号
）
と
い
う
考
え
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
断
片
集
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾

信
ず
』
を
対
象
に
し
た
言
葉
だ
が
、
形
式
は
戯
曲
で
、
内
容
は
戦
争
論
の
『
標
的
者
』
の
場
合
、

「
論
理
と
劇
の
婚
姻
」
と
い
い
得
る
の
で
あ
る
。
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
に
は
、
次
の
文
言

が
あ
る
。
「
他
に
異
な
っ
た
思
惟
形
式
が
あ
る
筈
だ
と
は
誰
で
も
感
ず
る
で
あ
ろ
う
」
。

創
作
と
戦
争
論
の
側
面
を
併
わ
せ
持
つ
こ
の
作
品
は
、
極
言
す
れ
ば
、
「
政
治
の
優
位
性
」
を

否
定
し
、
「
文
学
の
自
律
性
」
を
補
完
す
る
潜
在
力
を
も
備
え
て
い
る
。
’
九
四
六
年
に
発
生
し

た
「
政
治
と
文
学
」
論
争
で
、
荒
正
人
と
と
も
に
議
論
の
中
心
と
な
っ
た
平
野
謙
は
、
「
文
学
芸

術
に
「
政
治
の
優
位
性
』
を
原
理
的
に
要
請
す
る
の
は
誤
り
」
で
あ
り
、
「
文
学
と
文
学
運
動
は

ど
こ
ま
で
も
『
文
学
の
立
場
』
か
ら
」
（
本
多
秋
五
『
物
語
戦
後
文
学
史
』
、
新
潮
社
、
一
九
六

六
年
三
月
）
行
な
う
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
結
論
の
出
な
い
ま
ま
、
論
争
は
収

束
す
る
。
や
が
て
、
’
九
五
六
年
二
月
に
始
ま
っ
た
「
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
」
に
よ
っ
て
、
「
〈
戦

後
文
学
〉
が
一
貫
し
て
抱
え
て
い
た
『
政
治
と
文
学
』
と
い
う
二
項
対
立
の
図
式
は
、
こ
こ
で

崩
壊
し
た
の
で
あ
る
」
（
栗
原
幸
夫
「
あ
と
が
き
」
、
栗
原
幸
夫
・
埴
谷
雄
高
『
埴
谷
雄
高
語
る
』

所
収
、
河
合
文
化
教
育
研
究
所
、
一
九
九
四
年
九
月
）
。
埴
谷
雄
高
の
評
論
「
永
久
革
命
者
の
悲

最
後
の
「
標
的
者
』
は
雑
誌
「
総
合
」
で
戦
争
に
つ
い
て
の
特
集
を
行
っ
た
と
き
、
戦

争
論
の
エ
ッ
セ
イ
と
し
て
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
新
し
い
形
式
を
も
っ
た
エ
ッ
セ
イ
を
書

い
て
み
よ
う
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
が
、
創
作
欄
に
組
ま
れ
て
し
ま
い
、
こ
こ
に
収
め
る

の
は
い
さ
さ
か
場
違
い
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
結
局
こ
の
短
篇
集
に
収
録
さ
れ
る
は
め
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

「
虚
空
』
あ
と
が
き
）
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哀
」
（
「
群
像
』
一
九
五
六
年
五
月
号
）
は
、
同
年
二
月
以
前
に
完
成
し
て
い
た
と
さ
れ
、
そ
の

た
め
に
ヌ
タ
ー
リ
ン
批
判
」
の
先
駆
者
の
一
人
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、

『
群
像
』
の
当
時
の
編
集
長
に
よ
れ
ば
、
「
ど
ん
な
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
ス
タ
ー
リ
ン
批
判
が
一

度
な
さ
れ
た
後
の
批
判
だ
か
ら
、
世
の
注
目
を
浴
び
る
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」
（
大

久
保
房
夫
『
終
戦
後
文
壇
見
聞
記
』
、
紅
書
房
、
二
○
○
六
年
五
月
）
と
い
う
。
「
標
的
者
』
の

発
表
は
、
翌
年
の
一
九
五
七
年
で
あ
る
。
政
治
評
論
と
文
芸
創
作
が
融
合
し
た
新
型
式
の
案
出

は
、
次
の
自
説
の
実
践
で
も
あ
る
。

埴
谷
雄
高
は
、
小
説
以
外
で
も
、
例
え
ば
、
断
片
集
（
『
不
合
理
ゆ
え
に
吾
信
ず
』
、
「
埴
谷
雄

高
準
詩
集
』
、
『
「
死
霊
」
断
章
』
）
、
散
文
詩
（
『
寂
蓼
』
）
、
戯
曲
（
『
標
的
者
」
と
い
っ
た
多
様

な
「
容
器
」
で
の
表
現
を
試
み
て
い
る
。
映
画
や
政
治
の
評
論
も
多
く
執
筆
し
て
い
る
。
も
っ

と
も
、
『
標
的
者
』
以
後
に
小
説
を
放
棄
し
た
の
で
は
な
い
。
意
識
や
存
在
、
夢
と
い
っ
た
形
而

上
学
的
要
素
の
表
現
は
、
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
や
『
死
霊
』
な
ど
の
小
説
作
品
が
担
い
続
け

た
。こ
の
作
品
は
、
各
章
ご
と
に
章
題
が
付
い
て
い
る
。
順
に
、
「
序
詞
」
「
見
慣
れ
ぬ
飛
行
物
体

の
内
部
」
一
公
館
の
展
望
台
」
「
平
和
会
議
場
」
「
隠
れ
た
警
察
署
」
「
地
下
兵
器
庫
」
「
隠
れ
た
警

察
署
」
「
公
館
の
展
望
台
」
「
終
曲
」
か
ら
成
る
。
最
後
の
「
終
曲
」
の
舞
台
は
、
「
見
慣
れ
ぬ
飛

行
物
体
の
内
部
」
で
あ
る
。
即
ち
、
「
平
和
会
議
場
」
を
例
外
と
す
れ
ば
、
「
地
下
兵
器
庫
」
を

折
り
返
し
に
し
て
、
そ
れ
迄
の
舞
台
に
遡
行
す
る
構
図
で
あ
る
。

ま
ず
、
内
容
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

長
い
「
序
詞
」
に
は
、
無
限
や
未
出
現
、
自
同
律
な
ど
を
主
題
と
し
た
五
つ
の
韻
文
（
「
暗
黒

■■■■■ 

■■■■■■ 

私
は
、
現
在
で
も
、
小
説
を
ひ
と
つ
の
手
段
と
し
か
考
え
て
い
な
い
。
も
し
混
沌
た
る

な
か
で
よ
ろ
め
く
私
の
思
考
を
十
全
に
い
れ
得
る
容
器
が
他
に
あ
れ
ば
、
私
は
そ
の
他
の

方
法
へ
い
さ
ぎ
よ
く
飛
び
つ
く
だ
ろ
う
。
そ
ん
な
私
に
と
っ
て
は
、
私
達
の
生
と
存
在
の

か
た
ち
を
写
す
も
の
と
し
て
の
小
説
の
機
能
は
殆
ど
魅
力
的
で
は
な
い
。

（
「
あ
ま
り
に
近
代
文
学
的
な
」
『
文
學
界
」
’
九
五
一
年
七
月
号
）

物
質
」
「
変
化
と
無
変
化
」
「
無
表
現
の
精
霊
」
「
水
素
原
子
」
「
荘
漠
と
し
た
も
の
」
）
が
並
ん
で

い
る
。
例
え
ば
、
「
い
ま
だ
な
ら
ざ
る
も
の
も
／
や
が
て
現
わ
れ
る
。
／
い
ま
だ
こ
な
い
も
の
も

／
や
が
て
や
っ
て
く
る
」
、
ま
た
は
、
「
俺
が
俺
で
あ
る
こ
と
の
苦
痛
を
／
味
わ
い
知
っ
て
い
る

も
の
は
／
俺
の
ほ
か
に
／
誰
も
い
な
い
。
誰
も
い
な
い
。
／
誰
も
い
な
ど
と
い
っ
た
、
埴
谷

雄
高
文
学
の
骨
子
と
な
る
要
素
を
列
挙
し
て
い
る
。
続
く
「
見
慣
れ
ぬ
飛
行
物
体
の
内
部
」
で

は
、
異
星
人
の
「
ミ
ュ
ー
」
と
「
ニ
ュ
ー
」
の
二
人
が
、
宇
宙
空
間
の
飛
行
物
体
の
な
か
に
、

「
奇
妙
な
不
安
に
つ
つ
ま
れ
た
生
物
」
で
あ
る
「
ガ
モ
と
を
発
見
す
る
。
「
公
館
の
展
望
台
」

か
ら
場
所
が
地
球
に
移
る
。
「
第
一
人
者
」
に
よ
る
と
、
「
あ
ら
ゆ
る
兵
が
地
上
か
ら
消
え
る
歴

史
的
な
偉
業
の
日
」
を
控
え
て
い
る
と
い
う
。
既
に
、
「
兵
員
解
除
の
い
っ
さ
い
の
措
置
が
完
了
」

し
て
い
る
。
章
の
最
後
で
、
「
空
間
研
究
所
」
の
所
長
を
兼
任
す
る
「
副
官
」
へ
、
人
工
衛
星
ら

し
き
飛
行
物
体
の
接
近
が
告
げ
ら
れ
る
。
「
副
官
」
は
、
「
平
和
会
議
場
」
に
て
、
「
標
的
者
」
の

説
明
を
始
め
る
。
「
ミ
ュ
ー
」
の
命
名
し
た
「
ガ
モ
ン
」
と
は
、
本
来
は
、
「
医
師
」
に
よ
っ
て
、

「
全
国
か
ら
集
め
ら
れ
た
あ
ら
ゆ
る
種
類
の
標
的
マ
ニ
ヤ
か
ら
ひ
と
り
の
射
撃
の
名
手
を
基
調

に
し
て
合
成
さ
れ
た
産
物
」
で
あ
っ
た
。
そ
の
名
前
が
「
標
的
者
」
で
あ
る
。
「
標
的
者
」
は
、

地
下
武
器
庫
の
猟
丸
を
「
自
動
的
に
遠
隔
操
作
」
出
来
る
と
い
う
。
会
議
の
参
加
者
か
ら
は
、

否
定
的
な
意
見
が
出
る
が
、
「
医
師
」
が
説
得
を
試
み
る
。
「
隠
れ
た
警
察
署
」
に
て
、
「
副
官
」

が
「
署
長
」
に
独
自
の
戦
争
論
を
述
べ
る
が
、
反
駁
に
合
う
。
短
い
断
章
の
「
地
下
兵
器
庫
」

で
「
副
官
」
は
、
「
標
的
者
」
が
「
自
己
自
身
を
標
的
と
し
て
打
ち
お
と
す
」
計
画
を
独
り
言
つ
。

再
び
「
隠
れ
た
警
察
署
」
に
戻
る
と
、
指
令
の
失
敗
が
報
告
さ
れ
る
。
「
公
館
の
展
望
台
」
で
、

「
副
官
」
と
「
第
一
人
者
」
が
短
銃
に
よ
る
決
闘
を
行
な
い
、
事
実
上
の
相
打
ち
と
な
る
。
最

終
章
の
「
終
曲
」
で
は
、
飛
行
物
体
に
乗
る
「
ミ
ュ
ー
」
と
三
１
－
」
が
、
地
球
が
大
量
破

壊
兵
器
で
滅
亡
し
た
と
確
認
し
、
「
標
的
者
」
の
捕
獲
を
決
定
す
る
。
こ
こ
で
作
品
は
終
わ
る
。

一
九
五
七
年
に
、
一
頭
の
犬
を
乗
せ
た
人
工
衛
星
の
打
ち
上
げ
が
成
功
す
る
。
人
類
初
の
宇

宙
飛
行
が
実
現
し
た
の
は
、
一
九
六
一
年
で
あ
る
。
埴
谷
雄
高
に
は
、
宇
宙
時
代
の
到
来
を
期

待
す
る
文
章
が
多
い
が
、
一
方
で
、
危
蝋
や
批
判
を
表
明
し
た
評
論
も
あ
る
。
「
人
工
衛
星
と
い

う
偉
大
な
科
学
の
勝
利
の
反
面
に
、
な
お
戦
争
と
貧
困
と
い
う
人
類
の
愚
劣
が
、
さ
な
が
ら
私

達
の
視
界
を
横
切
る
ロ
ケ
ッ
ト
と
キ
ャ
ッ
プ
の
ご
と
く
に
随
伴
し
て
走
っ
て
い
る
」
（
「
戦
争
と

■■■■■ 
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貧
困
を
ひ
き
つ
れ
て
」
『
讃
寅
新
聞
』
’
九
五
七
年
一
○
月
二
八
日
夕
刊
）
。
宇
宙
関
連
の
文
章

が
政
治
的
な
意
味
合
い
を
含
ん
で
い
る
の
は
、
当
時
盛
ん
に
執
筆
し
て
い
た
政
治
評
論
の
延
長

で
あ
ろ
う
。

『
標
的
者
』
に
み
ら
れ
る
政
治
思
想
に
も
、
そ
れ
ま
で
に
発
表
し
た
政
治
評
論
が
如
実
に
反

映
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
「
政
治
を
め
ぐ
る
断
想
」
（
『
近
代
文
学
』
’
九
五
一
年
二
、
一
一
一
月
号
）

に
、
「
恐
ら
く
政
治
の
体
系
に
於
い
て
最
も
微
妙
な
部
分
を
占
め
る
の
は
、
支
配
者
の
位
地
と
心

理
で
あ
る
」
（
注
３
）
と
あ
る
。
こ
の
作
品
に
は
絶
対
的
な
支
配
者
は
お
ら
ず
、
実
質
的
な
最
高

指
導
者
で
あ
る
「
第
一
人
者
」
は
、
「
副
官
」
か
ら
、
「
退
屈
の
な
か
に
ま
ど
ろ
ん
で
い
る
い
っ

さ
い
に
無
能
な
政
治
家
」
と
規
定
さ
れ
る
人
物
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
埴
谷
雄
高
の
政
治
家
観
の

一
側
面
が
窺
え
る
。
ま
た
、
前
掲
の
「
戦
争
と
貧
困
を
ひ
き
つ
れ
て
」
で
は
、
「
現
代
の
戦
争
は
、

｜
人
の
敵
と
そ
の
相
手
が
互
い
を
な
が
め
あ
っ
て
戦
う
事
態
か
ら
、
見
え
ざ
る
と
こ
ろ
で
行
わ

れ
る
戦
争
へ
次
第
に
発
展
し
た
」
と
断
定
し
、
さ
ら
に
、
「
指
揮
者
は
現
場
を
見
な
い
ど
こ
ろ
か
、

原
爆
投
下
の
ご
と
く
、
当
事
者
す
る
相
手
を
見
な
く
な
っ
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
『
標
的
者
』

も
ま
た
、
そ
の
よ
う
な
「
見
え
ざ
る
」
戦
争
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

最
も
重
要
な
登
場
人
物
の
立
場
が
「
副
官
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
軍
の
責
任
体
系
の
暖
昧

さ
を
示
し
て
い
る
。
副
官
と
は
、
「
軍
隊
で
、
司
令
部
・
部
隊
の
長
官
を
助
け
、
事
務
を
取
り
扱

う
武
官
」
（
「
新
明
解
漢
和
辞
典
』
、
三
省
堂
）
で
あ
る
。
「
標
的
者
」
に
於
て
は
、
軍
事
の
「
直

接
の
責
任
者
」
と
い
う
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
埴
谷
雄
高
が
、
「
階
級
社
会
の
最
も
端
的
に
整
理

さ
れ
た
縮
図
は
軍
隊
で
あ
る
」
（
「
指
導
者
の
死
滅
」
「
中
央
公
論
』
一
九
五
八
年
七
月
号
）
と
見

抜
い
た
と
お
り
、
軍
隊
の
階
級
は
堅
固
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
し
か
し
、
最
上
位
の
者
が
最

終
的
な
責
任
を
免
れ
る
仕
組
み
が
こ
こ
に
あ
る
。
即
ち
、
責
任
者
と
指
導
者
の
棲
み
分
け
が
明

確
な
の
で
あ
る
。
戦
時
下
な
ら
ば
、
前
者
は
戦
場
の
前
線
で
過
ご
し
、
後
者
は
安
全
な
後
方
地

帯
で
机
上
の
空
論
を
繰
り
広
げ
る
で
あ
ろ
う
。
「
副
官
」
の
直
属
の
上
司
は
「
統
合
本
部
長
」
だ

が
、
「
公
館
の
展
望
台
」
で
僅
か
に
登
場
す
る
の
み
で
、
以
後
の
章
に
は
姿
を
見
せ
な
い
。
「
第

一
人
者
」
も
ま
た
、
国
家
元
首
で
は
な
く
、
公
的
立
場
の
不
確
か
な
為
政
者
で
あ
る
（
『
埴
谷
雄

高
標
的
者
』
で
は
、
「
第
一
人
者
」
と
い
う
呼
称
は
用
い
ら
れ
ず
、
米
国
と
思
し
き
国
の
「
ホ

ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
」
で
執
務
を
す
る
「
大
統
領
」
と
な
っ
て
い
る
）
。
軍
へ
の
影
響
力
も
不
明
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
支
配
機
構
は
、
「
無
責
任
の
体
系
」
（
丸
山
眞
男
「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
」

『
潮
流
』
’
九
四
九
年
五
月
号
）
の
一
言
に
尽
き
る
。
「
仮
装
敵
国
」
側
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ
「
第

一
人
者
」
「
統
合
本
部
長
」
「
副
官
」
が
い
る
と
さ
れ
、
階
級
社
会
の
縮
図
や
空
疎
な
体
系
の
存

在
を
示
唆
し
て
い
る
。

「
《
敵
》
…
…
こ
の
言
葉
ほ
ど
あ
ら
ゆ
る
歴
史
を
通
じ
て
屡
々
使
用
さ
れ
て
き
た
言
葉
は
他
に

な
い
だ
ろ
う
」
（
「
敵
と
味
方
」
『
中
央
公
論
』
’
九
五
九
年
二
月
号
）
と
あ
る
よ
う
に
、
『
標
的

者
』
の
中
心
概
念
の
一
つ
が
「
敵
」
で
あ
る
。
「
ミ
ュ
ー
」
と
コ
ー
ュ
ー
」
の
搭
乗
す
る
「
見
慣

れ
ぬ
飛
行
物
体
」
が
「
標
的
者
」
に
接
近
し
た
様
子
を
、
仮
想
敵
国
の
人
工
衛
星
の
追
跡
で
は

な
い
か
と
「
副
官
」
は
誤
解
し
て
し
ま
う
。
仮
想
敵
国
の
設
定
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
考
察

が
あ
る
。
「
悲
し
い
こ
と
に
、
部
族
や
国
民
の
大
多
数
は
、
あ
る
程
度
、
計
画
的
に
敵
を
つ
く
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
的
連
帯
感
と
集
団
へ
の
帰
属
意
識
を
得
て
い
る
」
（
サ
ム
・
キ
ー
ン
『
敵

の
顔
憎
悪
と
戦
争
の
心
理
学
」
、
佐
藤
卓
己
・
佐
藤
人
寿
子
訳
、
柏
書
房
、
’
九
九
四
年
一
○

月
）
。
『
標
的
者
』
に
一
般
市
民
は
登
場
し
な
い
の
で
、
か
か
る
連
帯
感
や
意
識
は
確
認
出
来
な

い
が
、
少
な
く
と
も
、
「
副
官
」
ら
指
導
者
層
の
一
部
は
、
幻
の
敵
と
い
う
紙
幣
を
有
し
て
い
る
。

一
方
で
、
「
副
官
」
と
議
論
し
た
「
署
長
」
は
、
「
相
手
が
こ
ち
ら
を
敵
と
呼
べ
ば
、
た
と
え
そ

の
相
手
が
き
の
う
ま
で
見
知
ら
な
か
っ
た
相
手
に
せ
よ
、
た
ち
ま
ち
鶏
鵡
返
し
に
そ
の
相
手
を

ま
た
敵
と
呼
ん
で
し
ま
う
対
応
心
理
」
が
、
戦
争
の
勃
発
す
る
条
件
の
一
つ
で
あ
る
と
冷
静
な

認
識
を
述
べ
る
。
の
ち
に
こ
の
意
見
は
、
埴
谷
雄
高
に
於
て
は
、
「
や
つ
は
敵
で
あ
る
。
敵
を
殺

せ
」
（
「
政
治
の
な
か
の
死
」
『
中
央
公
論
』
一
九
五
八
年
二
月
号
）
と
い
う
文
言
に
集
約
さ
れ

る
。
さ
ら
に
、
「
署
長
」
は
「
副
官
」
を
、
「
月
夜
の
影
に
怯
え
た
犬
」
に
薯
え
て
椀
曲
に
批
判

す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ゴ
ー
・
ス
ト
ッ
プ
事
件
」
（
注
４
）
を
持
ち
出
す
迄
も
な
く
、
軍
隊
と
警
察

の
関
係
が
垣
間
見
得
る
対
話
に
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
戦
時
下
の
埴
谷
雄
高
は
、
同
時
期
に

憲
兵
と
特
別
高
等
警
察
の
監
視
を
受
け
て
お
り
、
双
方
の
間
柄
を
体
感
し
て
い
た
。
既
に
特
高

が
訪
れ
て
い
た
自
宅
に
憲
兵
も
足
を
運
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
た
め
に
、
「
特
高
が
怒
っ
て
、
な
ぜ
憲

兵
隊
が
特
高
の
領
分
を
侵
す
ん
だ
と
い
っ
て
、
特
高
が
こ
の
お
れ
に
同
情
し
て
く
れ
る
ん
だ
よ

（
笑
）
」
（
大
岡
昇
平
・
埴
谷
雄
高
『
二
つ
の
同
時
代
史
』
、
岩
波
書
店
、
一
九
八
四
年
七
月
）
と

回
想
し
て
い
る
。
本
心
か
ら
の
「
同
情
」
で
は
な
か
ろ
う
が
、
滑
稽
な
逸
話
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
二
重
の
監
視
は
、
敗
戦
と
と
も
に
終
わ
る
。
憲
兵
と
特
高
も
ま
た
、
個
々
人
の
行
く
末
は

と
も
あ
れ
、
組
織
と
し
て
は
瓦
解
し
た
。
も
っ
と
も
、
「
専
制
国
は
少
く
な
っ
た
が
、
し
か
し
、

憲
兵
が
い
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
」
（
「
指
導
者
の
死
滅
」
）
と
い
う
指
摘
は
、
い
ま
も
な
お

有
効
で
あ
る
。

さ
て
、
「
標
的
者
」
創
設
の
理
由
で
あ
る
仮
想
敵
国
と
は
、
大
義
名
分
に
過
ぎ
な
い
。
逆
に
い

え
ば
、
仮
想
敵
国
な
く
し
て
は
、
「
標
的
者
」
は
存
在
意
義
を
失
う
。
最
終
的
に
自
ら
を
標
的
と
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と
こ
ろ
で
、
近
代
日
本
は
、
「
人
々
の
日
常
に
監
視
と
支
配
の
網
の
目
を
張
り
め
ぐ
ら
せ
た
警

察
官
僚
国
家
で
あ
っ
た
」
（
松
浦
寿
輝
「
明
治
の
表
象
空
間
」
第
一
回
、
『
新
潮
』
二
○
○
六
年

一
月
号
）
と
さ
れ
る
。
「
標
的
者
』
の
舞
台
と
な
っ
た
国
や
時
代
は
断
定
出
来
な
い
が
、
人
体
実

験
の
産
物
で
あ
る
「
標
的
者
」
は
、
そ
の
国
を
「
不
意
に
攻
撃
す
る
か
も
し
な
い
攻
撃
物
に
対

し
て
つ
ね
に
監
視
し
て
い
る
」
。
そ
れ
以
外
に
も
、
「
地
球
は
約
三
十
の
人
工
衛
星
に
よ
っ
て
監

視
」
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
地
表
に
も
、
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
自
動
装
置
」
が
張
り
巡
ら
さ
れ

て
い
る
。
作
品
内
に
具
体
的
な
説
明
が
な
い
が
、
監
視
用
の
撮
影
装
置
で
あ
ろ
う
。
「
副
官
」
も

ま
た
、
「
世
界
を
写
す
魔
法
の
鏡
の
部
屋
」
と
称
さ
れ
る
「
隠
れ
た
警
察
署
」
の
「
署
長
」
の
偵

察
を
免
れ
な
い
。
し
か
し
、
対
象
人
物
の
言
動
を
把
握
し
つ
つ
も
、
事
前
に
行
動
を
防
げ
な
か

っ
た
と
こ
ろ
に
、
「
自
動
装
置
」
及
び
そ
れ
を
管
理
す
る
組
織
の
能
力
の
程
が
彦
み
出
て
い
る
。

し
て
狙
い
続
け
る
の
は
、
杓
子
定
規
の
枠
組
み
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
い
悲
劇
で
も
あ
る
。
『
死
霊
』

の
言
葉
を
用
い
る
な
ら
ば
、
「
｜
つ
の
観
念
の
幅
か
ら
遁
れ
ら
れ
な
い
」
（
一
章
）
状
態
に
あ
る
。

そ
も
そ
も
「
標
的
者
の
原
型
」
は
、
「
精
神
病
院
か
ら
つ
れ
ら
れ
て
き
た
」
と
い
う
。
さ
ら
に
「
医

師
」
は
、
「
あ
る
こ
と
に
熱
中
す
る
人
間
の
部
分
だ
け
を
と
り
の
こ
し
て
ゆ
く
手
術
」
を
行
な
い
、

先
述
の
よ
う
に
、
原
型
を
土
台
に
し
た
合
成
物
を
作
成
す
る
に
至
る
。
こ
の
箇
所
は
、
Ｍ
・
シ

ェ
リ
ー
の
第
一
作
を
妨
佛
と
さ
せ
る
。
或
い
は
、
精
神
的
な
要
素
を
別
と
す
れ
ば
、
「
標
的
者
」

と
は
、
「
回
天
」
の
よ
う
な
人
間
兵
器
と
同
じ
発
想
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
権
は
顧
み
ら
れ

な
い
。
作
品
内
に
は
、
「
標
的
者
」
計
画
の
手
術
に
携
わ
っ
た
「
医
師
」
を
、
「
人
間
自
体
を
苛

酷
な
目
的
に
向
か
っ
て
変
造
し
た
」
と
批
判
す
る
人
物
が
い
る
。
こ
れ
は
、
｜
登
場
人
物
の
意

見
と
い
う
よ
り
は
、
作
者
の
肉
声
に
近
い
。
医
学
と
軍
事
の
密
接
な
関
係
に
つ
い
て
、
次
の
意

見
が
参
考
に
な
ろ
う
。

日
本
の
厚
生
省
は
、
一
九
三
八
年
内
務
省
衛
生
局
が
独
立
す
る
か
た
ち
で
成
立
し
た
が
、

そ
の
最
初
の
仕
事
は
前
述
の
国
民
優
生
法
の
起
草
で
あ
り
、
実
質
上
の
初
代
厚
生
大
臣
は

化
学
戦
（
毒
ガ
ス
戦
）
の
生
み
の
親
で
あ
る
小
泉
親
彦
（
東
条
内
閣
）
で
あ
っ
た
。
発
足

当
初
か
ら
の
こ
の
よ
う
な
厚
生
省
の
人
命
軽
視
の
体
質
が
、
戦
後
の
薬
害
エ
イ
ズ
事
件
に

お
け
る
意
図
的
情
報
操
作
（
情
報
隠
し
）
や
血
友
病
エ
イ
ズ
感
染
者
へ
の
人
権
無
視
の
態

度
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
小
俣
和
一
郎
「
精
神
医
学
と
ナ
チ
ズ
ム
』
識
談
社
現
代
新
書
、
一
九
九
七
年
七
月
）

自
ら
を
標
的
に
し
た
「
標
的
者
」
。
そ
の
指
令
を
下
し
た
「
副
官
」
。
「
標
的
者
」
を
捕
ら
え
よ

う
と
す
る
「
ミ
ュ
ー
」
と
二
一
１
１
」
。
い
ず
れ
も
愚
劣
で
あ
る
。
人
類
の
「
救
済
で
な
く
、
地

球
、
太
陽
系
の
全
的
滅
亡
」
（
立
石
伯
「
埴
谷
雄
高
著
作
解
説
」
へ
の
道
は
、
一
直
線
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
「
ミ
ュ
ー
は
ミ
ュ
ー
中
間
子
を
想
起
さ
せ
、
自
然
崩
壊
す
る
命
運
の
も
と
に
あ
る
」

前
述
の
よ
う
に
『
標
的
者
』
は
、
作
者
に
よ
れ
ば
「
戦
争
論
の
エ
ッ
セ
イ
」
な
の
だ
が
、
監
視

社
会
の
危
険
性
を
も
描
い
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
「
標
的
者
」
を
製
作
し
た
「
医
師
」
さ
え
も
、

「
深
夜
目
覚
め
て
、
私
が
つ
く
り
あ
げ
た
標
的
者
が
頭
上
の
暗
黒
の
高
い
空
間
に
い
ま
も
眠
ら

ず
に
い
る
と
ふ
と
思
い
浮
か
ん
だ
と
き
、
私
も
ま
た
次
第
に
不
眠
に
な
っ
て
き
た
の
で
す
」
と

吐
露
し
て
い
る
。
ひ
ね
も
す
見
続
け
ら
れ
る
不
安
や
緊
張
感
が
原
因
で
あ
ろ
う
。
見
方
を
変
え

れ
ば
、
自
ら
の
創
造
物
に
悩
ま
さ
れ
、
さ
ら
に
、
医
者
で
あ
り
な
が
ら
不
眠
症
に
な
っ
て
し
ま

う
二
重
の
譜
謎
に
な
っ
て
い
る
。

「
攻
撃
物
」
を
探
知
し
た
「
標
的
者
」
は
、
迎
撃
を
続
け
る
。
こ
こ
か
ら
内
容
が
急
転
直
下

す
る
。
作
品
は
、
或
る
一
日
の
出
来
事
を
描
い
て
い
る
。
そ
の
日
は
本
来
、
「
あ
ら
ゆ
る
兵
が
地

上
か
ら
消
え
る
歴
史
的
な
偉
業
の
日
」
の
直
前
で
あ
っ
た
。
即
ち
、
カ
ン
ト
『
永
遠
平
和
の
た

め
に
』
に
於
け
る
常
備
軍
の
廃
止
と
い
う
主
張
を
、
さ
ら
に
前
進
さ
せ
た
考
え
が
実
現
す
る
筈

で
あ
っ
た
。
微
に
入
り
細
に
穿
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
確
か
に
「
地
上
」
の
兵
力
の
全
廃
に

は
成
功
し
た
と
い
え
る
。
ち
な
み
に
カ
ン
ト
は
「
純
粋
理
性
批
判
』
に
て
、
「
哲
学
の
義
務
は
、

誤
解
か
ら
生
じ
た
ま
や
か
し
を
除
く
に
あ
っ
た
」
（
篠
田
英
雄
訳
）
と
述
べ
て
い
る
。
『
標
的
者
』

の
世
界
は
、
「
誤
解
か
ら
生
じ
た
ま
や
か
し
」
を
除
去
出
来
ず
、
自
縄
自
縛
に
陥
る
。
と
ど
の
つ

ま
り
、
「
あ
ら
ゆ
る
兵
」
ば
か
り
で
な
く
、
文
民
さ
え
も
「
地
上
か
ら
消
え
る
」
日
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
『
巴
里
の
憂
露
』
に
み
ら
れ
る
悲
痛
な
叫
び
で
あ
る
、
「
ど
こ
で
も
い

い
、
ど
こ
で
も
い
い
…
…
た
だ
、
こ
の
世
界
の
外
で
さ
え
あ
る
な
ら
ば
！
」
（
三
好
達
治
訳
）
が
、

こ
の
終
局
に
相
応
し
い
。
白
川
正
芳
「
埴
谷
雄
高
論
』
は
、
決
闘
前
後
に
「
副
官
」
と
「
第
一

人
者
」
が
述
べ
た
「
逆
説
的
な
ユ
ー
モ
ア
」
に
は
、
悲
哀
も
該
当
す
る
と
指
摘
し
た
。
「
副
官
」

が
例
示
し
た
、
「
誰
も
地
上
へ
現
わ
れ
な
い
日
に
わ
ざ
と
灼
熱
の
展
望
台
へ
上
が
っ
て
み
る
」
と

い
っ
た
文
言
が
、
そ
れ
に
当
た
る
。
平
和
利
用
の
た
め
の
装
備
が
引
き
起
こ
し
た
結
末
も
ま
た
、

悲
哀
に
満
ち
た
「
逆
説
的
な
ユ
ー
モ
ア
」
で
あ
る
。

お
わ
り
に
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（
河
野
信
子
「
埴
谷
雄
高
の
自
在
鉤
」
）
と
い
う
。
「
ミ
ュ
ー
」
は
、
「
標
的
者
」
を
「
ガ
モ
ン
」

と
名
付
け
た
が
、
字
引
（
『
リ
ー
ダ
ー
ズ
英
和
辞
典
」
、
研
究
社
）
で
、
「
ガ
モ
ン
」
と
発
音
す
る

単
語
「
囲
自
ョ
。
。
」
の
意
味
を
調
べ
る
と
、
名
詞
で
は
「
た
わ
ご
と
、
で
た
ら
め
、
臓
着
、
ご
ま

か
し
」
、
感
嘆
詞
で
は
「
ば
か
な
！
」
で
あ
っ
た
。
「
と
め
ど
も
な
い
繰
り
返
し
が
ガ
モ
ン
の
見

事
な
属
性
に
な
っ
て
い
る
」
と
い
う
「
ミ
ュ
ー
」
の
指
摘
は
、
「
愚
か
し
い
と
誰
に
も
解
る
こ
と

を
数
千
年
も
繰
り
返
し
て
き
て
自
ら
と
め
る
こ
と
の
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
不
思
議
な
生

物
」
た
ち
に
も
該
当
す
る
。
さ
ら
に
は
、
「
ミ
ュ
ー
」
自
身
に
も
当
て
は
ま
る
。

或
る
座
談
会
で
、
埴
谷
雄
高
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
全
的
滅
亡
」
後
の
世
界
に
対
す
る
埴
谷
雄
高
の
想
像
力
は
、
両
義
的
で
あ
る
。
人
類
に
と

っ
て
の
地
球
滅
亡
の
受
け
止
め
方
と
は
異
な
り
、
宇
宙
人
に
と
っ
て
は
斬
新
な
発
見
の
契
機
に

な
り
得
る
。
そ
の
可
能
性
の
是
非
は
問
わ
な
い
と
し
て
、
頗
る
独
特
な
見
解
で
あ
る
。
独
特
と

い
え
ば
、
座
談
会
の
出
席
者
の
一
人
が
、
別
の
場
所
で
、
以
下
の
よ
う
な
指
摘
を
行
な
っ
て
い

る
◎ 

地
球
が
死
滅
し
た
後
、
太
陽
系
が
死
滅
し
た
後
、
宇
宙
人
が
来
た
と
き
に
、
か
つ
て
人

間
と
い
う
も
の
が
い
て
、
何
か
や
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
を
知
る
。
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
あ

っ
た
。
人
間
は
何
か
書
い
て
い
た
。
哲
学
も
や
っ
て
い
た
。
哲
学
は
宇
宙
と
か
人
間
に
つ

い
て
も
よ
く
論
じ
て
い
て
、
そ
れ
を
見
た
ら
、
人
間
も
だ
い
た
い
わ
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
、

小
説
を
み
た
ら
、
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
ん
な
も
の
が
宇
宙
に
あ
る
の
か
し
ら
と
驚
く
。

そ
う
い
う
も
の
が
書
か
れ
て
な
い
と
だ
め
で
し
ょ
う
。
宇
宙
人
が
初
め
て
会
っ
た
と
い

う
よ
う
な
も
の
。
そ
れ
が
ぼ
く
の
小
説
論
。

（
河
合
隼
雄
・
鶴
見
俊
輔
・
埴
谷
雄
高
「
未
完
の
大
作
「
死
霊
』
は
宇
宙
人
へ
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
「
潮
」
一
九
九
○
年
一
○
月
号
～
二
月
号
）

埴
谷
雄
高
の
政
治
思
想
は
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
へ
の
期
待
を
も
た
な
い
。
そ
の
こ
と

が
、
明
治
以
来
の
日
本
の
政
治
思
想
史
の
中
で
、
こ
の
人
の
政
治
評
論
を
、
独
特
の
も
の

に
し
て
い
る
。

（
鶴
見
俊
輔

社
、
一
九
Ｌ

医
輔
「
埴
谷
雄
高
の
政
治
観
」
『
埴
谷
雄
高
作
品
集
」
第
三
巻
解
説
、

一
九
七
一
年
六
月
〉

河
出
書
房
新

他
の
箇
所
で
は
、
「
幸
福
な
結
末
へ
の
期
待
を
も
た
な
い
こ
と
は
、
埴
谷
雄
高
の
精
神
の
故
郷

と
も
い
う
べ
き
も
の
」
で
あ
る
と
断
言
し
た
。
政
治
評
論
と
同
じ
く
「
標
的
者
』
も
ま
た
、
先

述
の
よ
う
に
、
「
ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
ド
」
で
は
な
く
破
滅
的
な
示
唆
と
と
も
に
閉
じ
て
い
る
。

そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
平
和
実
現
へ
の
多
難
、
仮
想
敵
の
存
在
、
監
視
社
会
の
危
険
性
な
ど
を

提
示
し
た
。
「
代
案
と
い
う
の
は
非
常
に
難
し
く
て
、
お
前
た
ち
が
自
分
で
考
え
ろ
と
い
う
こ
と

で
す
ね
」
（
「
埴
谷
雄
高
語
る
』
）
と
い
う
持
論
の
た
め
で
あ
ろ
う
か
、
解
決
方
法
は
示
し
て
い
な

い
の
だ
が
、
偽
り
の
平
和
へ
の
戒
め
に
は
な
り
得
て
い
る
。
軍
備
の
力
に
よ
る
平
和
は
、
決
し

て
訪
れ
な
い
の
で
あ
る
。
作
品
の
外
側
に
踏
み
出
し
て
解
釈
す
る
な
ら
ば
、
「
社
会
革
命
」
か
ら

「
存
在
の
革
命
」
へ
と
向
か
う
筋
道
の
模
索
を
描
い
た
と
い
え
よ
う
。
社
会
制
度
の
改
革
で
は

表
層
の
変
化
に
過
ぎ
な
い
た
め
、
人
間
の
存
在
自
体
を
変
え
る
窮
極
の
方
法
で
あ
る
。
作
者
の

言
葉
を
借
り
る
な
ら
ば
、
「
存
在
へ
の
隷
属
の
完
壁
な
顛
覆
」
（
『
死
霊
』
五
章
）
を
目
的
と
し
て

い
る
。
『
標
的
者
』
に
は
、
「
存
在
の
革
命
」
に
繋
が
る
要
素
は
見
ら
れ
ず
、
未
だ
前
段
階
に
あ

る
。
し
か
し
、
過
渡
期
の
混
沌
を
、
や
や
誇
張
し
た
内
容
で
は
あ
る
が
、
犀
利
な
筆
致
で
表
現

し
得
た
。

『
死
霊
』
や
『
闇
の
な
か
の
黒
い
馬
』
は
、
「
自
分
が
置
か
れ
て
い
る
こ
の
現
実
の
直
接
的
反

映
を
私
が
構
築
し
た
世
界
の
な
か
へ
持
ち
こ
ま
な
い
」
創
作
方
法
で
あ
る
「
還
元
的
リ
ア
リ
ズ

ム
」
弓
近
代
文
学
』
’
九
五
五
年
五
月
号
）
の
も
と
に
描
か
れ
て
い
る
。
「
標
的
者
』
も
、
具
体

的
な
国
名
や
人
名
を
用
い
て
お
ら
ず
、
「
現
実
の
直
接
的
反
映
」
と
思
し
き
事
象
も
み
ら
れ
な
い
。

だ
が
、
将
来
、
こ
の
作
品
の
よ
う
な
惨
状
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
を
、
否
定
出
来
る
で
あ
ろ
う

か
。
未
来
を
予
見
し
た
作
品
、
と
見
倣
す
の
は
大
袈
裟
で
あ
る
に
し
て
も
、
し
か
し
、
大
量
破

壊
兵
器
の
開
発
や
世
界
各
地
で
相
次
ぐ
戦
争
は
、
人
類
や
地
球
を
「
全
的
滅
亡
」
に
導
く
危
険

性
を
有
し
て
い
る
。

（
注
）

１
『
標
的
者
』
か
ら
の
引
用
は
、
『
埴
谷
雄
高
全
集
』
第
四
巻
を
底
本
と
し
た
。
そ
の
際
、
勤
音
と
促
音

い
◎ 

最
後
に
、
再
び
丸
山
眞
男
「
軍
国
支
配
者
の
精
神
形
態
」
の
言
葉
を
引
い
て
、
稿
を
閉
じ
た

こ
れ
は
昔
々
あ
る
国
に
起
っ
た
御
伽
話
で
は
な
い
。
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３
「
政
治
を
め
ぐ
る
断
想
」
か
ら
の
引
用
は
、
『
埴
谷
雄
高
全
集
』
←

の
一
位
地
」
は
、
講
談
社
文
芸
文
庫
版
『
埴
谷
雄
高
評
論
選
諜
１
－

表
記
で
あ
る
。
池
の
文
章
で
も
、
例
え
ば
、
政
治
評
論
「
指
導
者
の

い
る
。
「
地
位
」
の
倒
置
か
と
思
わ
れ
る
が
、
独
特
の
用
字
で
あ
る
。

は
大
文
字
に
改
め
た
。

２
「
ソ
ヴ
エ
ト
Ⅱ
コ
ン
ミ
ュ
ン
」
の
内
容
を
、
作
者
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
そ
の
題
名
の
示
す

ご
と
く
、
ソ
ヴ
ー
ー
ト
な
る
も
の
は
、
パ
リ
コ
ン
ミ
ュ
ン
の
貴
重
な
経
験
が
ロ
シ
ア
革
命
で
生
き
返
っ
た
事

態
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
示
す
三
部
作
で
、
そ
の
第
一
部
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
け
る
マ
フ
ノ
の
活
動

を
貧
し
い
農
民
の
集
団
の
な
か
の
さ
ら
に
最
底
辺
に
い
る
一
浮
浪
少
年
を
通
じ
て
扱
い
、
そ
の
第
二
部
で

は
、
ク
ロ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
に
お
け
る
反
乱
を
、
い
わ
ば
放
志
と
自
由
の
あ
い
だ
の
見
分
け
な
ど
つ
か
な
い

ほ
ど
絶
え
ず
流
動
的
な
水
平
の
側
に
お
け
る
火
の
ご
と
き
集
団
と
、
鋳
型
の
ご
と
き
堅
固
な
枠
を
絶
え
ず

設
定
し
よ
う
と
す
る
志
向
を
も
っ
た
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
側
の
固
定
的
な
集
団
と
の
対
立
と

し
て
扱
い
、
そ
し
て
そ
の
第
三
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
や
っ
て
き
た
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ー
・
ベ
ル
ク
マ
ン

と
エ
マ
・
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン
の
コ
ミ
ン
テ
ル
ン
退
場
後
に
お
け
る
党
の
一
元
性
、
換
一
一
一
一
口
す
れ
ば
、
ア
ナ
ー
キ

ス
ト
の
革
命
へ
の
協
力
が
ま
っ
た
く
ゼ
ロ
の
空
虚
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
あ
と
の
五
ヵ
年
計
画
の
な
か
に

お
け
る
〈
国
家
〉
の
確
立
ぐ
あ
い
を
扱
っ
た
も
の
な
の
で
あ
っ
た
」
（
『
影
絵
の
世
界
員
筑
艤
護
房
、
一

４
一
九
三
三
年
に
大
阪
で
、
信
号
無
視
の
兵
卒
と
、
そ
れ
を
注
意
し
た
巡
査
の
間
に
小
突
き
合
い
が
生
じ

た
。
軍
は
責
任
鵬
嫁
し
、
軍
人
に
対
す
る
侮
辱
で
あ
る
と
抗
議
す
る
。
さ
ら
に
兵
卒
が
巡
査
を
訴
え
る
が
、

五
か
月
後
に
調
停
に
至
る
。
「
ど
う
で
も
よ
い
事
件
を
め
ぐ
っ
て
、
軍
は
居
丈
高
に
自
己
の
存
在
と
威
信

を
見
せ
つ
け
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
」
（
戸
部
良
一
『
日
本
の
近
代
９
逆
説
の
軍
隊
』
中
央
公
論
社
、

一
九
九
八
年
一
二
月
）
。

お
け
る
倉

九
六
六
年
一

要
約
す
る
と
、
「
ロ
シ
ヤ
革
命

る
」
（
「
永
久
革
命
者
の
悲
哀
二
。

二

月
、■ン

。

「
ロ
シ
ヤ
革
命
の
な
か
に
於
け
る
ア
ナ
ー
キ
ス
ト
の
歴
史
を
纏
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ

、
『
埴
谷
雄
高
全
集
』
第
一
巻
を
底
本
と
し
た
。
引
用
文
中

廿
雄
高
評
論
選
諜
１
埴
谷
雄
高
政
治
論
集
』
で
も
同
様
の

政
治
評
論
「
指
導
者
の
死
滅
」
に
て
、
「
位
地
」
を
用
い
て
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